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私が見たマクノート彗星

 C/1987 U3 ( McNaught )C/1987 U3 ( McNaught )
 C/1999 T1 ( McNaught-Hartley )C/1999 T1 ( McNaught-Hartley )
 C/2005 E2 ( McNaught )C/2005 E2 ( McNaught )
 P/2005 K3 ( McNaught )P/2005 K3 ( McNaught )
 C/2005 L3 ( McNaught )C/2005 L3 ( McNaught )
 C/2006 L2 ( McNaught )C/2006 L2 ( McNaught )
 C/2006 P1 ( McNaught )C/2006 P1 ( McNaught )
 C/2006 Q1 ( McNaught )C/2006 Q1 ( McNaught )
 P/2007 H1 ( McNaught )P/2007 H1 ( McNaught )
 191P/2007 N1 ( McNaught )191P/2007 N1 ( McNaught )
 C/2007 T1 ( McNaught )C/2007 T1 ( McNaught )



本日ご紹介する彗星

 特に注目された彗星特に注目された彗星

17P/Holmes17P/Holmes
 明るくなった新彗星明るくなった新彗星

C/2006 WD4, C/2007 E1, C/2007 F1C/2006 WD4, C/2007 E1, C/2007 F1
 明るくなった周期彗星明るくなった周期彗星

8P, 96P, 192P8P, 96P, 192P
 特異な変光を見せた彗星特異な変光を見せた彗星

P/2005 Y2, C/2007 K3, P/2007 T2, 191PP/2005 Y2, C/2007 K3, P/2007 T2, 191P
 明るくならなかった周期彗星明るくならなかった周期彗星

128P, 173P128P, 173P
 複数回の回帰をした周期彗星複数回の回帰をした周期彗星

110P110P
 その他の彗星その他の彗星

29P, P/1999 R1 = 2003 R5 = 2007 R5 ( SOHO )29P, P/1999 R1 = 2003 R5 = 2007 R5 ( SOHO )



17P/Holmes

大バースト、大バースト、22等に！等に！

近日点から近日点から55～～66か月後、日心距離か月後、日心距離2.4AU2.4AUでで
何かある？何かある？

 18921892年の大バースト年の大バースト

 20072007年の大バースト年の大バースト

 平穏時の減光スピードの切り替わり平穏時の減光スピードの切り替わり





17P/Holmes

増光の様子増光の様子

 1010月月23.623.6日～日～23.923.9日日(UT)(UT)にスタートにスタート

 1010月月24.324.3日までは一定のペースで増光日までは一定のペースで増光

 次第に増光が鈍り、次第に増光が鈍り、1010月月25.025.0日に日に2.52.5等に等に
到達到達





17P/Holmes

減光の様子減光の様子

 1111月中旬までは、急激に減光月中旬までは、急激に減光

ガスとダストの双方が見えていたガスとダストの双方が見えていた

 1111月中旬以降は、ダストによる太陽光の反月中旬以降は、ダストによる太陽光の反
射の式に一致射の式に一致





17P/Holmes

サイズの変化サイズの変化

 1111月上旬は、月上旬は、22つのサイズ変化が見えるつのサイズ変化が見える

外側のガス、内側のダスト外側のガス、内側のダスト

 ダストのコマダストのコマ

11月下旬まで一定のペースで拡大月下旬まで一定のペースで拡大

11月下旬以降は、一定の大きさを保って月下旬以降は、一定の大きさを保って
いるいる





C/2006 WD4 ( Lemmon )

2.3AU2.3AUまで彗星活動が捉えられなかったまで彗星活動が捉えられなかった

 22月に彗星活動が始まったとすれば、一般月に彗星活動が始まったとすれば、一般
的な光度変化と言える的な光度変化と言える

 絶対光度絶対光度16.516.5等ながら、太陽に等ながら、太陽に0.59AU0.59AUまま
で接近し、生き残ったで接近し、生き残った





C/2007 E1 ( Garradd )

異常な急増光異常な急増光

 11ヵ月でヵ月で1414等から等から99等（予報は等（予報は1313等）等）

 同一人物による眼視観測でも確認同一人物による眼視観測でも確認

 CCDCCDでは、中心部の目立った変化はないでは、中心部の目立った変化はない





C/2007 F1 ( LONEOS )

急激な増光と、鈍化急激な増光と、鈍化

1.0AU1.0AUまでは、までは、14 log r 14 log r で急激に増光で急激に増光

0.60AU0.60AUまでは、までは、10 log r 10 log r で増光で増光

0.40AU0.40AUまでは、大きく鈍化までは、大きく鈍化

 急激に減光急激に減光

1212月月11日に日に10.110.1等等

11月月1111日に日に16.516.5等以下等以下







8P/Tuttle

11月初めに地球に接近し、月初めに地球に接近し、5.55.5等に到達等に到達

 近日点の近日点の2525日後に最大光度日後に最大光度

 20 log r 20 log r の急激な増減光の急激な増減光





96P/Machholz 1

0.12AU0.12AU～～2.4AU2.4AUまでの光度変化までの光度変化

 m1 = 12.7 + 5 logΔ + 12.0 log rm1 = 12.7 + 5 logΔ + 12.0 log r
 幅が大きい幅が大きい

条件が良く眼視で見えれば、明るくなる条件が良く眼視で見えれば、明るくなる

条件が悪く条件が悪くCCDCCDのみでは、暗くなるのみでは、暗くなる





192P/Shoemaker-Levy 1

明るい新周期彗星の初回帰明るい新周期彗星の初回帰

 近日点の近日点の5050日後に最大光度日後に最大光度

 25 log r 25 log r の急激な増減光の急激な増減光





P/2005 Y2 ( McNaught )

異常な状態が続いている異常な状態が続いている

 近日点を通過して、すでに近日点を通過して、すでに12001200日日

 22年半に渡って、ずっと年半に渡って、ずっと1818～～1919等等





C/2007 K3 ( Siding Spring )

消滅したようだ消滅したようだ

 予報では予報では1414等、実際には等、実際には16.816.8等以下等以下

 途中の状態が不明途中の状態が不明





P/2007 T2 ( Kowalski )

細長く伸びた彗星細長く伸びた彗星

 減光が 減光が 5 log r 5 log r と遅いと遅い

 分裂で放出されたダストの反射か分裂で放出されたダストの反射か

 小惑星と異なり、位相角の影響はない小惑星と異なり、位相角の影響はない





191P/McNaught

近日点を通過した後も増光近日点を通過した後も増光

 近日点の近日点の7070日後に最大光度日後に最大光度

 20 log r 20 log r の急激な増減光の急激な増減光





128P/Shoemaker-Holt

33回の出現でいずれも異なる光度変化回の出現でいずれも異なる光度変化

 途中の増光までは、前回と同じ途中の増光までは、前回と同じ

 近日点での異常な増光は無かった近日点での異常な増光は無かった

前回は、分裂の影響前回は、分裂の影響

 発見時より発見時より3.53.5等も暗くなった等も暗くなった

発見時は、初めて太陽に近づいた発見時は、初めて太陽に近づいた





173P/Mueller 5

発見時も今回も、異常な光度変化発見時も今回も、異常な光度変化

 近日点の近日点の600600日も前に最大光度（日も前に最大光度（16.516.5～～1717
等）等）

 太陽に近づくと逆に暗くなる太陽に近づくと逆に暗くなる

 近日点では近日点では2020等等

 近日点距離は近日点距離は4.2AU4.2AUと大きいと大きい





110P/Hartley 3

近日点の直前に急激に増光近日点の直前に急激に増光

 今回は、急増光の始まりが遅かった今回は、急増光の始まりが遅かった

 最大光度も暗くなった最大光度も暗くなった





29P/Schwassmann-Wachmann 1

バーストを繰り返す彗星バーストを繰り返す彗星

 20072007年はほとんどの時期が暗いまま年はほとんどの時期が暗いまま

 1212月末から月末から11月にかけてバーストを繰り返月にかけてバーストを繰り返
したした

 11月中旬には最大で月中旬には最大で99等に達した等に達した

19951995年以降の年以降の1313年間では最大規模年間では最大規模







P/1999 R1 = P/2003 R5 = P/2007 
R5 ( SOHO )

HoenigHoenig氏の予報通りに回帰氏の予報通りに回帰

 過去過去33回の光度はほぼ同じ回の光度はほぼ同じ





おわり

 C/2005 L3 ( McNaught )C/2005 L3 ( McNaught )
 C/2006 K3 ( McNaught )C/2006 K3 ( McNaught )
 C/2006 K4 ( NEAT )C/2006 K4 ( NEAT )
 C/2006 Q1 ( McNaught )C/2006 Q1 ( McNaught )
 C/2006 S2 ( LINEAR )C/2006 S2 ( LINEAR )
 C/2006 S5 ( Hill )C/2006 S5 ( Hill )
 C/2006 VZ13 ( LINEAR )C/2006 VZ13 ( LINEAR )
 C/2006 XA1 ( LINEAR )C/2006 XA1 ( LINEAR )
 C/2007 E2 ( Lovejoy )C/2007 E2 ( Lovejoy )
 P/2007 H1 ( McNaught )P/2007 H1 ( McNaught )

集録（集録（HPHP公開予定）で、下記の彗星も紹介公開予定）で、下記の彗星も紹介

http://www.aerith.net/http://www.aerith.net/
 C/2007 K5 ( Lovejoy )C/2007 K5 ( Lovejoy )
 C/2007 O1 ( LINEAR )C/2007 O1 ( LINEAR )
 C/2007 T1 ( McNaught )C/2007 T1 ( McNaught )
 2P/Encke2P/Encke
 46P/Wirtanen46P/Wirtanen
 93P/Lovas 193P/Lovas 1
 125P/Spacewatch125P/Spacewatch
 135P/Shoemaker-Levy 8135P/Shoemaker-Levy 8
 187P/LINEAR187P/LINEAR
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